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論文審査の要旨（2000字程度） 

本論文は、「平安時代日本語の語彙の層」と題し、９つの章で構成されている。 

第１章「序」では、本論文全体を通じ、「古典文献における語の現れ方で語を分類すれば、層が見える」、「語彙の層は、漢と和の２つ

の要素の対立において明瞭に見える」の２つの仮説を立て、語彙の特性ごとに任意２語の対応関係を分析し、平安時代の語彙体系を「層」

という概念によって相対的に記述することを研究目的として述べている。 

第２章「方法」では、対象とする文献テキストの解説と採用理由を述べ、それらを電子化、単語分割した上で、品詞情報を付したコ

ーパス（電子資料体）を開発し、それらを特性毎に相互比較し、差異を明らかにする方法を述べている。 

 第３章「漢文訓読文の語彙と和文の語彙 」では、『今昔物語集』（以下『今昔』）巻１２と巻２７が、漢文訓読文と和文の対立を示す

ことを確認し、これを比較のための基本資料としている。両巻の語彙を相互に比較し、漢文訓読文と和文の違いに基づく特徴語を明ら

かにした。それにより漢文訓読文と和文にて類似の語が対立して用いられる語（対立語）を特定した。その対立を漢語（混種語を含む）

と和語、和語の異品詞同士（特に、感情動詞と感情形容詞）、和語の同品詞同士の3つの類型に分類した。その対立関係は文体的に対比

が明瞭であるところもあれば、一方のみに特徴的である場合もあり、和漢の語彙的対立はどの２語の間においても明瞭なのではなく、

違いの程度がまばらであることを述べている。 

 第４章「同文説話の語の対応:『今昔物語集』と『宇治拾遺物語』」では『今昔』と『宇治拾遺物語』（以下『宇治』）を比較する。両

者のパラレルコーパスを作成し、相互の語の対応を網羅的に調べ、文体特徴語を抽出し、対立関係を特定した。これらは第３章の『今

昔』巻１２と巻２７の比較よりも、和の層の側に寄った対立であり、語彙の多層体系をより明らかにしている。 

第５章「漢語と和語の対立」では対立の第１の類型である漢語と和語の対立について研究した。平安和文における漢語・混種語につ

いて、時代ごとの比率と品詞別・意味分野別の新出語の数を調査し、和文で使われる漢語に、時代・品詞・意味分野別の層があること

を確認した。つぎに漢文訓読文の説話と和文の説話における語彙の分布を調べ、同じ漢語の中にも多層の体系があることを示した。漢

語が属する層に応じて、和語との対立関係の有無や意味の対立に程度があることを述べている。漢寄りの層にある漢語の事例と、和寄

りの層にある漢語の事例を取り上げ、それぞれの対立語間の意味を分析した結果、漢寄りの層にある漢語は、和語の広い意味を細かく

言い分けていること、一方、和寄りの層にある漢語は、相対的な意味の違いで使い分けられていることを明らかにしている。 

第６章「感情形容詞と感情動詞の対立」では、対立の第２の類型である、和語の異品詞間の対立について感情形容詞と感情動詞に焦

点をあて比較した。その結果、感情主が１人称の場合には感情形容詞、２・３人称の場合には感情動詞という対立が見られた。述部の

形式や主部および従属節に感情の誘因を示す形式にも対立があることを明らかにしている。 

第７章「和語の同品詞同士の対立：『おづ』『おそる』の対立」では、第３の類型である、和語の同じ品詞で対立する事例「おづ」と

「おそる」を取り上げた。複合する動詞の種類、対象格を示す格助詞およびその関連語句を比較し、そこでの意味の対立を調査した。

一般的に時代や文体の異なる文章では、意味によって語の使い分けがみられるが、語彙の層に変化が生じると意味による使い分けにも

影響がみられることを明らかにしている。「おづ」「おそる」は、それぞれ感情形容詞「おそろし」との対立があり、それらを２語ずつ

取り出して比較すると「おそろし」「おづ」「おそる」の順で和の層から漢の層へ、使われ方が整理できることを述べている。 

第８章「総合討議」では、第３章から第７章までの考察を総合し、従来の研究と比較し、「層」という抽象概念を利用することで、従

来の絶対的な意味記述からはできなかった相対的な語彙の記述を可能にしたことを述べている。この研究成果にもとに、古典語研究に

おける『今昔』の特徴、古典語のためのコーパス研究の方法論の意義を述べている。 

第９章「結語」では第１の仮説が証明されたことを述べている。一方、第２の仮説については語彙の層は明瞭に見えるが、層がある

ところに必ずしも対立があるわけではないこと、対立は漢語と和語との間だけでなく、和語と和語の間もにあることを述べている。 

以上、本研究は、現代人が直感的に記述できない古典語彙の構造を、語の対立関係から相対的に記述したものであり、この方法論は

古代語から現代語に至る日本語語彙の歴史的変遷の解明に貢献するところが大きい。よって本論文は博士（学術）の学位論文として十

分に価値のあるものと認められる。 

 


